
２００６年１月１８日（水） 
日・中・韓間の海上物流需要と新サービス創出に関する国際シンポジウム 

プログラム 
 
開会の挨拶 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ １０：００－１０：３０ 
         海洋政策研究財団 秋山 昌廣 会長 
         国土交通省海事局企画課長 坂下 広朗  
 
基調講演 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ １０：３０－１２：００ 
 
  基調講演１ ｢船舶海洋分野における物流課題と国際交流の重要性｣ 
        東京大学新領域創成科学研究科 大和 裕幸 教授 
 
  基調講演２ ｢グローバル経済時代における国際物流企業の戦略｣ 
        流通科学大学商学部 宮下 國生 教授 
 
  基調講演３ ｢北東アジアの海運業の韓・日・中比較｣ 
        韓国海洋水産開発院 シニアフェロー 秦 炯仁 氏  
 
第１部 東アジア地域内の海上物流需要について －－－－－－－－－－－ １３：３０－１４：３０ 
 
    講演① ｢新しい時代の中国海運の発展と大型国際物流企業の成長｣ 
        中国物流・購買連合会 総編集長 靳 偉 氏 
          中国で最も権威のある物流雑誌を作成する同連合会の情報から、拡大を続ける中国の海上物流と国

際物流企業の状況に加え、今後の日・中・韓の協力関係の必要性について言及する。 
 
    講演② ｢開かれた協調と競争の物流体系という新しいパラダイムの創造｣ 
        韓国海洋水産部東北アジア物流協力団 課長 魚 在爀 氏 
          韓国国際物流政策に精通した政策担当者の個人見解として、韓国－日本－中国間の海上物流に関し

て協調と競争が共存する開かれた物流体系の必要性を報告する。 

 
第２部 新しい物流情報基盤の創出に向けた取り組みについて －－－－－ １５：００－１６：００ 
 
    講演③ ｢北東アジア海上輸送回廊の将来性｣ 
        中華人民共和国交通部科学研究院 交通発展研究センター 副主任 李 忠奎 氏 
          中国、韓国、日本の統計データに関して精通している同氏が，北東アジアの海上物流の状況とその

将来性と進むべき方向について言及する。 

 
    講演④ ｢東アジア海上物流データベースについて｣ 
        (独)海上技術安全研究所 物流研究センター センター長 勝原 光治郎 氏 
          ワークショップの議論の結果を報告することに加え、同センターで進める東アジア海上物流データ

ベースの作成状況から、日中韓の統計データの課題、共有の可能性を報告 
 
閉会の挨拶 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ １６：００－１６：１０ 
         海上技術安全研究所理事長 中西 堯二  
 
 




